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川崎医療福祉大学大学院履修規程 

 

 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、川崎医療福祉大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第33条の規定に基

づき、授業科目の履修に関し、必要な事項を定める。 

（授業科目） 

第２条 本大学院における教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する研究指導により行う

ものとする。 

（単位の計算方法） 

第３条 授業科目の単位の計算方法は、大学院学則第21条に規定するところによる。 

（履修方法） 

第４条 履修すべき科目、単位及び履修の方法は、専攻毎に別表に定めるとおりとする。 

（教育職員養成課程） 

第５条 教育職員養成課程の授業科目、単位数及び履修方法は、別表に定めるとおりとする。 

（履修の登録） 

第６条 学生は、履修しようとする授業科目について、指定の期日までに履修登録を完了しなければな

らない。 

２ 履修登録完了後は、原則として授業科目を変更又は取り消すことはできない。 

（履修の禁止） 

第７条 次に掲げる授業科目は、履修することができない。 

(1) 履修登録をしていない授業科目 

(2) 既に単位を修得した授業科目 

(3) 授業時間が重複する授業科目 

(4) 上級年次配当の科目 

（単位の認定） 

第８条 授業科目の単位の認定は、学修の成果の評価により行う。 

２ 学修の成果の評価は定期試験、研究報告、平常の成績、出席状況等で判断する。 

３ 定期試験の方法は、筆記、口述又は実技、その他による。 

（定期試験の種類） 

第９条 定期試験は、原則として各学期末に行い、更に必要に応じて追試験、再試験を行うこととする。 

(1) 追試験   

病気その他やむを得ないと認められる事由により、定期試験を受験できなかった者について

１回限り行う。 

(2) 再試験   

定期試験もしくは追試験の結果に基づき、必要と認めた場合に行うことができる。 

（学修の成果の評価の要件） 

第10条 各授業科目につき、原則として毎学期中の出席時間数が授業実施時間数の３分の２に達しない

者は、当該科目の学修の成果の評価を受けることができない。 

２ 納入期限までに授業料等の納入を怠り、督促してもなお納入しないときは、完納するまでの間学修

の成果の評価を受けることができない。 
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（学修の成果の評価） 

第11条 成績は、学修の成果の評価による点数をもって示す。 

２ 成績は、秀（90点以上）、優（80点以上90点未満）、良（70点以上80点未満）、可（60点以上70点

未満）、不可（60点未満）で表示し、可以上を単位認定する。 

３ 再試験もしくは、再試験に相当する学修の成果の再評価による単位認定を受けた者の当該科目の成

績は、すべて60点とする。 

４ 他の大学院等において修得した単位の認定は、「認定」と表示する。 

（不正行為に対する成績判定） 

第12条 第９条に定める定期試験等における不正行為のあった者、又は不正行為があったと認められる

者については、当該学期の全授業科目の単位認定を受けることができない。 

（課程修了） 

第13条 課程修了の認定については、大学運営委員会に諮り研究科委員会の議を経て学長が行う。 

（その他） 

第14条 その他履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成13年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 
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この規程は、平成21年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成21年度入学生から適用する。 

附 則  

この規程は、平成22年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成22年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成23年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成24年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成24年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成25年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成25年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成26年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成26年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成27年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成28年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成29年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成29年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成30年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。ただし、別表は、平成31年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。ただし、別表は、令和３年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。ただし、別表は、令和４年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。ただし、別表は、令和５年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。ただし、別表は、令和７年度入学生から適用する。 

 



[別表] 履修の方法

医療福祉学研究科医療福祉学専攻（修士課程） 別表（1）－1

必修 選択 必修 選択
大

学

院

基

礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 ＴＥＡＣＣＨプログラム特論Ⅰ 1 2 15

医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 ＴＥＡＣＣＨプログラム特論Ⅱ 1 2 15

医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 ＴＥＡＣＣＨプログラム演習Ⅰ 1 2 30

子 ど も 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 ＴＥＡＣＣＨプログラム演習Ⅱ 2 2 30

子 ど も 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 自 閉 症 学 概 論 1 2 15

社 会 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 自閉症児（者）支援特論Ⅰ 1 2 15

社 会 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 自閉症児（者）支援特論Ⅱ 1 2 15

社 会 福 祉 調 査 特 論 Ⅰ 1 2 15 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 1 2 15

社 会 福 祉 調 査 特 論 Ⅱ 1 2 15 自 閉 症 の 病 理 1 2 15

文 化 人 類 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 高 機 能 自 閉 症 研 究 1 2 15

文 化 人 類 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 発達障害児(者)福祉学特論Ⅰ 1 2 15

人 間 行 動 学 特 論 1 2 15 発達障害児(者)福祉学特論Ⅱ 1 2 15

医療福祉の生命倫理学特論 1 2 15 障 害 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

医 療 福 祉 学 基 礎 演 習 Ⅰ 1 2 15 障 害 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

医 療 福 祉 学 基 礎 演 習 Ⅱ 1 2 15 特 別 支 援 教 育 特 論 1 2 15

質 的 研 究 方 法 論 Ⅰ 1 2 15 聴 覚 障 害 生 理 ・ 病 理 特 論 1 2 15

質 的 研 究 方 法 論 Ⅱ 1 2 15 聴 覚 障 害 心 理 学 特 論 1 2 15

公 衆 衛 生 学 特 論 1 2 15 知 的 障 害 特 論 1 2 15

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺伝医療と生命倫理学特論 2 2 15

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 臨 床 心 理 学 特 論 1 2 15

児 童 家 庭 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 人 類 遺 伝 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

児 童 家 庭 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 人 類 遺 伝 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

高 齢 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺 伝 医 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

高 齢 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 遺 伝 医 学 特 論 Ⅱ 2 2 15

地 域 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺伝カウンセリング・臨床遺伝学特論 1 2 15

地 域 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 人 類 遺 伝 学 演 習 1 2 15

福 祉 教 育 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺伝カウンセリング演習Ⅰ 1 2 15

福 祉 教 育 特 論 Ⅱ 1 2 15 遺伝カウンセリング演習Ⅱ 2 2 15

医 療 福 祉 制 度 特 論 Ⅰ 1 2 15 臨床遺伝学・遺伝情報学演習 1 2 15

医 療 福 祉 制 度 特 論 Ⅱ 1 2 15 遺伝カウンセリング学研究Ⅰ 1 2 15

医 療 福 祉 経 済 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺伝カウンセリング学研究Ⅱ 2 2 15

医 療 福 祉 経 済 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 遺伝カウンセリング実習Ⅰ 1 2 30

医療ソーシャルワーク特論Ⅰ 1 2 15 遺伝カウンセリング実習ⅡＡ 2 2 30

医療ソーシャルワーク特論Ⅱ 1 2 15 遺伝カウンセリング実習ⅡＢ 2 2 30

精 神 保 健 福 祉 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 遺伝カウンセリング専門実習 2 2 30

精 神 保 健 福 祉 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 医 学 特 論 1 2 15

精 神 医 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 1 4 30

精 神 医 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 2 2 15

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 Ⅰ 1 2 15 2 2 15

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 Ⅱ 1 2 15 4 169

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 1 9 45

ソーシャルワーク・スーパービジョン特論 1 2 15

インタープロフェッショナル・ワーク演習 1 2 15

授　業　科　目
1単位あ
たりの
時間数

社
会
福
祉
研
究

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「医療福祉学特別研究Ⅰ」２単位、「医療福祉学特別研究Ⅱ」２単位を必ず修得する
　　　　　こと。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に加える
　　　　　ことができる。

小　　　　　計

発
達
障
害
研
究

医 療 福 祉 学 特 別 研 究 Ⅱ

配当
年次

医
療
福
祉
基
礎
研
究

医 療 福 祉 学 実 習

研究
分野

修了要件・必修４単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格すること。

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究

研究
分野

授　業　科　目
単位数単位数 1単位あ

たりの
時間数

医
療
福
祉
研
究

配当
年次

医 療 福 祉 学 特 別 研 究 Ⅰ
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医療福祉学研究科医療福祉学専攻（博士後期課程） 別表（1）－2

必 修 選 択

医 療 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2 15

社 会 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2 15

地 域 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2 15

精 神 医 学 特 殊 講 義 1 2 15

人 間 行 動 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 人 類 学 特 殊 講 義 1 2 15

地 域 保 健 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 福 祉 施 設 運 営 特 殊 講 義 1 2 15

社 会 政 策 ・ 社 会 保 障 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 福 祉 制 度 特 殊 講 義 1 2 15

海 外 福 祉 事 情 特 殊 講 義 1 2 15

障 害 者 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2 15

高 齢 者 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2 15

児 童 ・ 家 族 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2 15

地 域 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2 15

発 達 障 害 児 （ 者 ） 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

12 32

基
礎
関
連
研
究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

実
践
関
連
研
究

医 療 福 祉 学 特 殊 研 究

授　業　科　目
単 位 数

小　　　　計

研究
分野

配 当
年 次

基
礎
理

論
研
究
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医療福祉学研究科臨床心理学専攻（修士課程） 別表（1）－3

必修 選択 必修 選択

英語プレゼンテーション演習 1 2 15 教育分野に関する理論と支援の展開 1 2 15

臨 床 心 理 学 特 論 Ａ 1 2 15

臨 床 心 理 学 特 論 Ｂ 1 2 15

医 療 福 祉 学 特 論 Ａ 1 2 15 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 1 2 15

医 療 福 祉 学 特 論 Ｂ 1 2 15 心理的アセスメントに関する理論と実践 1 2 15

臨 床 心 理 査 定 演 習 Ａ 2 2 15 心理支援に関する理論と実践 1 2 15

臨 床 心 理 査 定 演 習 Ｂ 2 2 15

心の健康教育に関する理論と実践 1 2 15

臨 床 心 理 面 接 特 論 Ａ 1 2 15 臨 床 心 理 学 研 究 法 特 論 1 2 15

臨 床 心 理 面 接 特 論 Ｂ 1 2 15 臨 床 心 理 学 研 究 法 演 習 Ａ 2 2 15

グループ・アプローチ特論 1 2 15 臨 床 心 理 学 研 究 法 演 習 Ｂ 2 2 15

臨 床 心 理 基 礎 実 習 Ａ 1 1 45

臨 床 心 理 基 礎 実 習 Ｂ 1 1 45

老 年 心 理 学 特 論 1 2 15 心 理 実 践 実 習 Ａ 1 2 45

社 会 心 理 学 特 論 1 2 15 心 理 実 践 実 習 Ｂ 1 1 45

心 理 学 研 究 法 特 論 1 2 15 心 理 実 践 実 習 Ｃ 1 2 45

学 校 臨 床 心 理 学 特 論 1 2 15 臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ｄ） 2 2 45

発 達 心 理 学 特 論 1 2 15 臨床心理実習Ⅱ（心理実践実習Ｅ） 2 3 45

神 経 生 理 学 特 論 1 2 15 臨 床 心 理 実 習 Ⅲ 2 1 45

学 習 心 理 学 特 論 1 2 15 20 51

15

修了要件・必修20単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文又は特定の課題を作成し、最終試験に
　　　　　合格すること。

授　業　科　目
配当
年次

単位数 1単位あ
たりの
時間数

21

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「臨床心理学研究法特論」、「臨床心理学研究法演習Ａ」及び「臨床
　　　　　心理学研究法演習Ｂ」の合計６単位を必ず修得すること。
　　　　・「臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ｄ）」を履修する場合は、「心理実践実習Ａ」を修得済
　　　　　みであること。
　　　　・「臨床心理実習Ⅲ」を履修する場合は、「心理実践実習Ｂ」を修得済みであること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

1単位あ
たりの
時間数

15

15

15

家族心理学特論（家族関係・集団・地域社
会における心理支援に関する理論と実践） 1

社会病理学特論（司法・犯罪分
野に関する理論と支援の展開）

配当
年次

障害者（児）心理学特論（福祉分
野に関する理論と支援の展開）

精神医学特論（保健医療分野に
関する理論と支援の展開）

2

1

1

2

授　業　科　目

2

単位数

小　　　　　計
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医療福祉学研究科臨床心理学専攻(博士後期課程） 別表（1）－4

必 修 選 択

心 理 学 基 礎 理 論 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

社 会 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

障 害 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

発 達 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

教 育 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

認 知 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

学 習 ・ 行 動 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

福 祉 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

教 育 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

12 22

基
礎
関
連
研
究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目

臨
床
関
連

研
　
　
究

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究

小　　　　　計

単 位 数

基
礎
理

論
研
究
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医療福祉学研究科保健看護学専攻（修士課程） 別表（1）－5

必修 選択 必修 選択

英語プレゼンテーション演習 1 2 15 クリティカルケア看護学特論 1 2 15

看 護 教 育 学 特 論 1 2 15 クリティカルケア看護学アセスメント論 1 2 15

看 護 理 論 特 論 1 2 15 クリティカルケア治療管理学特論 1 2 15

看 護 研 究 方 法 論 Ⅰ 1 2 15 クリティカルケア看護学援助特論Ⅰ 1 2 15

看 護 研 究 方 法 論 Ⅱ 1 2 15 クリティカルケア看護学援助特論Ⅱ 1 2 15

看 護 倫 理 学 特 論 1 2 15 クリティカルケア看護学援助特論Ⅲ 1 2 15

看 護 管 理 学 特 論 1 2 15 クリティカルケア看護学緩和ケア援助特論 1 2 15

ア ド バ ン ス ト フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト 1 2 15 クリティカルケア看護学実習Ⅰ 2 2 45

病 態 学 特 論 1 2 15 クリティカルケア看護学実習Ⅱ 2 3 45

臨 床 薬 理 学 特 論 1 2 15 クリティカルケア看護学実習Ⅲ 2 5 45

看 護 臨 床 医 科 学 特 論 1 2 15 基 礎 助 産 学 特 論 1 2 15

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 論 1 2 15 周 産 期 学 特 論 1 2 15

基 礎 看 護 学 特 論 1 2 15 ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 特 論 1 2 15

基 礎 看 護 学 演 習 1 2 15 妊娠期助産診断・技術学演習 1 3 30

看 護 法 科 学 特 論 1 2 15 分娩期助産診断・技術学演習 1 3 30

看 護 法 科 学 演 習 1 2 15 産褥期助産診断・技術学演習 1 2 30

母 性 看 護 学 特 論 1 2 15 周 産 期 救 急 医 学 特 論 1 1 30

母 性 看 護 学 演 習 1 2 15 新 生 児 ・ 乳 幼 児 医 学 特 論 1 1 15

小 児 看 護 学 特 論 1 2 15 地 域 母 子 保 健 学 特 論 1 2 15

小 児 看 護 学 演 習 1 2 15 助 産 業 務 管 理 学 特 論 1 2 15

成 人 看 護 学 特 論 1 2 15 助 産 学 実 習 Ⅰ 1 1 45

成 人 看 護 学 演 習 1 2 15 助 産 学 実 習 Ⅱ 1 1 45

高 齢 者 看 護 学 特 論 1 2 15 助 産 学 実 習 Ⅲ 2 6 45

高 齢 者 看 護 学 演 習 1 2 15 助 産 学 実 習 Ⅳ 2 2 45

在 宅 看 護 学 特 論 1 2 15 助 産 学 実 習 Ⅴ 2 1 45

在 宅 看 護 学 演 習 1 2 15 実 践 看 護 管 理 学 特 論 1 2 15

精 神 看 護 学 特 論 1 2 15 看 護 経 済 学 特 論 1 2 15

精 神 看 護 学 演 習 1 2 15 看 護 政 策 学 特 論 1 2 15

公 衆 衛 生 看 護 学 特 論 1 2 15 看 護 管 理 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

公 衆 衛 生 看 護 学 演 習 1 2 15 看 護 管 理 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

が ん 看 護 学 特 論 1 2 15 1 2 15

が ん 看 護 援 助 学 特 論 1 2 15 2 2 15

がん薬物療法看護援助学特論 1 2 15 2 4 15

が ん 薬 物 療 法 看 護 学 特 論 1 2 15 2 4 15

緩 和 ケ ア 援 助 学 特 論 1 2 15 2 2 15

緩 和 ケ ア 特 論 1 2 15 2 2 15

が ん 看 護 学 実 習 Ⅰ 2 6 45 163

が ん 看 護 学 実 習 Ⅱ 2 2 45

が ん 看 護 学 実 習 Ⅲ 2 2 45

看
護
管
理
学
研
究

保 健 看 護 学 特 別 研 究 Ⅱ

配当
年次

1単位あ
たりの
時間数

研究
分野

助
産
学
研
究

修了要件・研究分野ごとに定められた科目を32単位以上修得し、かつ修士論文又は特定の課題を作成し、
　　　　　最終試験に合格すること。なお、特定の課題については、高度実践看護研究分野、助産学研究分野
　　　　　に適応とする。
履修方法
【各分野共通】
　　　　・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に
　　　　　加えることができる。

＜保健看護学研究分野＞
　　・「英語プレゼンテーション演習」２単位及び指導教員の担当する「保健看護学特別研究Ⅰ」４単位、
　　　「保健看護学特別研究Ⅱ」４単位を必ず修得すること。

配当
年次

単位数

保 健 看 護 学 セ ミ ナ ー Ⅰ

保 健 看 護 学 セ ミ ナ ー Ⅱ

保 健 看 護 学 特 別 研 究 Ⅰ

授　業　科　目
研究
分野

基
礎
理
論
研
究

保
健
看
護
学
研
究

が
ん
看
護
学

高
度
実
践
看
護
研
究

授　業　科　目
単位数

課 題 研 究 Ⅰ

課 題 研 究 Ⅱ

小　　計

大

学

院

基

礎

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ケ
ア
看
護
学

高
度
実
践
看
護
研
究

1単位あ
たりの
時間数
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授　業　科　目

看 護 教 育 学 特 論

看 護 理 論 特 論

看 護 研 究 方 法 論 Ⅰ

看 護 倫 理 学 特 論

看 護 管 理 学 特 論

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 論
アドバンストフィジカルアセスメント

病 態 学 特 論

臨 床 薬 理 学 特 論

看 護 臨 床 医 科 学 特 論

が ん 看 護 学 特 論

が ん 看 護 援 助 学 特 論

がん薬物療法看護援助学特論

が ん 薬 物 療 法 看 護 学 特 論

緩 和 ケ ア 援 助 学 特 論

緩 和 ケ ア 特 論

が ん 看 護 学 実 習 Ⅰ

が ん 看 護 学 実 習 Ⅱ

が ん 看 護 学 実 習 Ⅲ

授　業　科　目

看 護 教 育 学 特 論

看 護 理 論 特 論

看 護 研 究 方 法 論 Ⅰ

看 護 倫 理 学 特 論

看 護 管 理 学 特 論

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 論
アドバンストフィジカルアセスメント

病 態 学 特 論

臨 床 薬 理 学 特 論
クリティカルケア看護学特論

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 学 ア セ ス メ ン ト 論

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 治 療 管 理 学 特 論

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 学 援 助 特 論 Ⅰ

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 学 援 助 特 論 Ⅱ

ク リ テ ィ カ ル ケ ア 看 護 学 援 助 特 論 Ⅲ

クリティカルケア看護学緩和ケア援助特論

クリティカルケア看護学実習Ⅰ

クリティカルケア看護学実習Ⅱ

クリティカルケア看護学実習Ⅲ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

履修の
方法

選択
8単位

必修
30単位

2

単位数

2

2

2

2

2

6

2

2

2

2

2

2

単位数

2

2

2

2

2

基
礎
理
論
研
究

2

3

5

2

履修の
方法

基
礎
理
論
研
究

選択
8単位

必修
30単位

研究
分野

高
度
実
践
看
護
研
究

が
ん
看
護
学

研究
分野

高
度
実
践
看
護
研
究

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
ケ
ア
看
護
学

＜看護管理学研究分野＞
　　・「英語プレゼンテーション演習」２単位及び指導教員の担当する「保健看護学特別研究Ⅰ」４単位、
　　　「保健看護学特別研究Ⅱ」４単位を必ず修得すること。
　　・認定看護管理者認定審査受験資格を取得できる。

＜高度実践看護研究分野:がん看護学＞
　　・「英語プレゼンテーション演習」２単位及び指導教員の担当する「課題研究Ⅰ」２単位、「課題研
　　　究Ⅱ」２単位を必ず修得すること。
　　・がん看護専門看護師認定審査受験資格を取得しようとする場合は、下表の17科目を履修し、38単位
　　　以上を修得すること。また、実務研修（就労）通算５年以上（うち、がん看護分野の研修（就労）
　　　が３年以上）を有すること。

＜高度実践看護研究分野：クリティカルケア看護学＞
　　・「英語プレゼンテーション演習」２単位及び指導教員の担当する「課題研究Ⅰ」２単位、「課題研
　　　究Ⅱ」２単位を必ず修得すること。
　　・急性・重症患者看護専門看護師認定審査受験資格を取得しようとする場合は、下表の17科目を履修
　　　し、38単位以上を修得すること。また、実務研修（就労）通算５年以上（うち、クリティカルケア
　　　看護分野の研修（就労）が３年以上）を有すること。
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授　業　科　目

基 礎 助 産 学 特 論

周 産 期 学 特 論

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 特 論

妊娠期助産診断・技術学演習

分娩期助産診断・技術学演習

産褥期助産診断・技術学演習

周 産 期 救 急 医 学 特 論

新 生 児 ・ 乳 幼 児 医 学 特 論

地 域 母 子 保 健 学 特 論

助 産 業 務 管 理 学 特 論

助 産 学 実 習 Ⅰ

助 産 学 実 習 Ⅱ

助 産 学 実 習 Ⅲ

助 産 学 実 習 Ⅳ

助 産 学 実 習 Ⅴ 1

履修の
方法

必修
31単位2

2

1

1

6

2

単位数

2

2

2

3

3

2

1

1

助
産

管
理
学

助
産
学
実
習

助
産
診
断

・
技
術
学

地

域

母

子

保

健

学

研究
分野

基
　
礎

助
産
学

＜助産学研究分野＞
　　・「英語プレゼンテーション演習」２単位及び指導教員の担当する「課題研究Ⅰ」２単位、「課題研
　　　究Ⅱ」２単位を必ず修得すること。
　　・助産師国家試験受験資格を取得しようとする場合は、修了要件32単位に加えて、下表の15科目31単
　　　位を必修とする。
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医療福祉学研究科保健看護学専攻（博士後期課程） 別表（1）－6

必 修 選 択

基 礎 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

基 礎 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

小 児 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

小 児 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

成 人 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

成 人 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

高 齢 者 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

高 齢 者 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

在 宅 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

在 宅 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

精 神 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

精 神 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

公 衆 衛 生 看 護 学 特 殊 講 義 1 2 15

公 衆 衛 生 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12 15

医 療 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2 15

看 護 統 計 学 特 殊 講 義 1 2 15

116

包
括
的
地
域
看
護
学
研
究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、いずれか１分野の
　　　　　12単位を修得すること。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・研究支援科目研究分野の特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、
　　　　　２単位を上限にその修得単位を修了要件に加えることができる。

研
究
支
援

科
　
　
目

小　　　　計

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

発
達
期
看
護
学
研
究
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医療技術学研究科感覚矯正学専攻（修士課程） 別表（2）－1

必修 選択 必修 選択

大

学

院

基

礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 言 語 聴 覚 障 害 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

感 覚 矯 正 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 言 語 聴 覚 障 害 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

感 覚 矯 正 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 言 語 聴 覚 障 害 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

視覚・言語聴覚解剖学特論Ⅰ 1 2 15 言 語 聴 覚 障 害 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

視覚・言語聴覚解剖学特論Ⅱ 1 2 15 言 語 聴 覚 発 達 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

視覚・言語聴覚解剖学演習Ⅰ 2 2 15 言 語 聴 覚 発 達 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

視覚・言語聴覚解剖学演習Ⅱ 2 2 15 言 語 聴 覚 発 達 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

視 覚 臨 床 生 理 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 言 語 聴 覚 発 達 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

視 覚 臨 床 生 理 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 音 声 言 語 病 理 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

視 覚 臨 床 生 理 学 演 習 Ⅰ 2 2 15 音 声 言 語 病 理 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

視 覚 臨 床 生 理 学 演 習 Ⅱ 2 2 15 音 声 言 語 病 理 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

視 覚 発 達 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 音 声 言 語 病 理 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

視 覚 発 達 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 オ ー ジ オ ロ ジ ー 特 論 Ⅰ 1 2 15

視 覚 発 達 学 演 習 Ⅰ 2 2 15 オ ー ジ オ ロ ジ ー 特 論 Ⅱ 1 2 15

視 覚 発 達 学 演 習 Ⅱ 2 2 15 オ ー ジ オ ロ ジ ー 演 習 Ⅰ 2 2 15

視覚障害リハビリテーション学特論Ⅰ 1 2 15 オ ー ジ オ ロ ジ ー 演 習 Ⅱ 2 2 15

視覚障害リハビリテーション学特論Ⅱ 1 2 15 言 語 発 達 障 害 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

視覚障害リハビリテーション学演習Ⅰ 2 2 15 言 語 発 達 障 害 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

視覚障害リハビリテーション学演習Ⅱ 2 2 15 言 語 発 達 障 害 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

視 覚 臨 床 病 理 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 言 語 発 達 障 害 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

視 覚 臨 床 病 理 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

視 覚 臨 床 病 理 学 演 習 Ⅰ 2 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

視 覚 臨 床 病 理 学 演 習 Ⅱ 2 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

臨 床 視 能 障 害 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

臨 床 視 能 障 害 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 実 習 Ⅰ 1 2 45

臨 床 視 能 障 害 学 演 習 Ⅰ 2 2 15 医 療 言 語 聴 覚 学 実 習 Ⅱ 1 2 45

臨 床 視 能 障 害 学 演 習 Ⅱ 2 2 15 118

視能矯正・訓練学特論Ⅰ 1 2 15

視能矯正・訓練学特論Ⅱ 1 2 15

視能矯正・訓練学演習Ⅰ 2 2 15

視能矯正・訓練学演習Ⅱ 2 2 15

視能矯正・訓練学実習Ⅰ 1 2 45

視能矯正・訓練学実習Ⅱ 1 2 45

授　業　科　目
単位数

授　業　科　目
配当
年次

研究
分野

研究
分野

修了要件・選択した研究分野の中の特論４科目以上を含む32単位以上を修得し、かつ修士論文を作成し、最終
　　　　　試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する演習４単位を必ず修得すること。
　　　　・実習科目４単位を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に
　　　　　加えることができる。

配当
年次

基
礎
感
覚
矯
正
学
研
究

言
　
語
　
聴
　
覚
　
学
　
研
　
究

視
　
能
　
矯
　
正
　
学
　
研
　
究

1単位あ
たりの
時間数

1単位あ
たりの
時間数

小　　　　　計

単位数
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医療技術学研究科感覚矯正学専攻（博士後期課程） 別表（2）－2

必 修 選 択

視 覚 臨 床 生 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

視 覚 臨 床 病 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

視 能 矯 正 ・ 訓 練 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 視 能 矯 正 学 特 殊 講 義 1 2 15

言 語 聴 覚 生 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 言 語 聴 覚 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 言 語 聴 覚 学 特 殊 講 義 1 2 15

音 声 言 語 病 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

言 語 発 達 障 害 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 感 覚 病 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

高 次 脳 機 能 学 特 殊 講 義 1 2 15

高 次 脳 機 能 局 在 学 特 殊 講 義 1 2 15

感 覚 矯 正 学 特 殊 講 義 1 2 15

感 覚 解 剖 学 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

12 28小　　　　　計

単 位 数

視
能
矯
正
学
研
究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。
　　　　・特殊講義は、「感覚高次脳機能学研究」分野から１科目を必ず選択すること。

言
語
聴
覚
学
研
究

感
覚
高
次
脳

機
能
学
研
究

感 覚 矯 正 学 特 殊 研 究

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目
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医療技術学研究科健康体育学専攻（修士課程） 別表（2）－3

必修 選択 必修 選択
大

学

院

基

礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 休 養 科 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

運 動 生 理 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 休 養 科 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

運 動 生 理 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 ライフサイクル栄養学特論Ⅰ 1 2 15

運 動 適 応 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 ライフサイクル栄養学特論Ⅱ 1 2 15

運 動 適 応 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 学 校 保 健 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

体 表 解 剖 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 学 校 保 健 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

体 表 解 剖 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 健 康 学 演 習 2 2 15

バイオメカニクス特論Ⅰ 1 2 15 健 康 教 育 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

バイオメカニクス特論Ⅱ 1 2 15 健 康 教 育 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

運 動 学 演 習 2 2 15 体 育 心 理 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

臨床スポーツ医学特論Ⅰ 1 2 15 体 育 心 理 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

臨床スポーツ医学特論Ⅱ 1 2 15 ス ポ ー ツ 社 会 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

生涯スポーツ医学特論Ⅰ 1 2 15 ス ポ ー ツ 社 会 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

生涯スポーツ医学特論Ⅱ 1 2 15 健 康 科 学 英 語 特 論 Ⅰ 1 2 15

リハビリテーション医学特論Ⅰ 1 2 15 健 康 科 学 英 語 特 論 Ⅱ 1 2 15

リハビリテーション医学特論Ⅱ 1 2 15 健 康 教 育 学 演 習 2 2 15

公 衆 衛 生 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 学 校 教 育 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

公 衆 衛 生 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 学 校 教 育 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 演 習 2 2 15 教 育 経 営 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

運 動 栄 養 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 教 育 経 営 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

運 動 栄 養 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 学 校 教 育 学 演 習 2 2 15

健 康 免 疫 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 運 動 処 方 実 習 Ⅰ 1 2 30

健 康 免 疫 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 運 動 処 方 実 習 Ⅱ 1 2 30

健 康 運 動 処 方 特 論 Ⅰ 1 2 15 健 康 学 実 習 1 1 30

健 康 運 動 処 方 特 論 Ⅱ 1 2 15 2 2 15

2 2 15

4 97

単位数
授　業　科　目

単位数
授　業　科　目

配当
年次

健 康 体 育 学 特 別 研 究 Ⅰ

研究
分野

研究
分野

配当
年次

運
動
学
研
究

健
康
教
育
学
研
究

1単位あ
たりの
時間数

1単位あ
たりの
時間数

修了要件・必修4単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「健康体育学特別研究Ⅰ」２単位、「健康体育学特別研究Ⅱ」２単位を必ず修得
　　　　　すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に加
　　　　　えることができる。

学
校
教
育
学
研
究

小　　　計

健
康
学
研
究

実
習

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
医
学
研
究

健
康
学
研
究

健 康 体 育 学 特 別 研 究 Ⅱ
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医療技術学研究科臨床栄養学専攻（修士課程） 別表（2）－4

必修 選択
大
学
院

基
礎 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 1 2 15

栄 養 生 理 学 特 論 1 2 15

栄 養 生 理 学 演 習 1 2 15

栄 養 生 化 学 特 論 1 2 15

栄 養 生 化 学 演 習 1 2 15

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 特 論 1 2 15

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 演 習 1 2 15

臨 床 栄 養 学 特 論 Ⅰ 1 2 15

臨 床 栄 養 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

臨 床 栄 養 学 演 習 Ⅰ 1 2 15

臨 床 栄 養 学 演 習 Ⅱ 1 2 15

実 践 栄 養 学 特 論 1 2 15

実 践 栄 養 学 演 習 1 2 15

食 品 栄 養 学 特 論 1 2 15

食 品 栄 養 学 演 習 1 2 15

食 品 衛 生 微 生 物 学 特 論 1 2 15

食 品 衛 生 微 生 物 学 演 習 1 2 15

栄 養 学 演 習 Ⅰ 1 2 15

栄 養 学 演 習 Ⅱ 1 2 15

2 2 15

2 2 15

8 34

修了要件・必修８単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「特別研究Ⅰ」２単位、「特別研究Ⅱ」２単位を必ず修得す
　　　　　ること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位
　　　　　を修了要件単位に加えることができる。

配 当
年 次

食

品

科

学

研

究

研究
分野

基

礎

栄

養

学

研

究

栄
養
学

演

習

授　業　科　目

特 別 研 究 Ⅱ

小　　　　　計

医
療
栄
養
学
研
究

特 別 研 究 Ⅰ

単位数 1単位あた
りの時間数
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医療技術学研究科リハビリテーション学専攻（修士課程） 別表（2）－5

必修 選択
大
学
院

基
礎 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 1 2 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 法 特 論 Ⅰ 1 2 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 法 特 論 Ⅱ 1 2 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 法 特 論 Ⅲ 1 2 15

基 礎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 論 1 2 15

地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 論 1 2 15

高 齢 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 論 1 2 15

生 活 環 境 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 論 1 2 15

臨 床 実 践 学 特 論 1 2 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 学 特 論 Ⅰ 2 2 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 学 特 論 Ⅱ 2 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅰ 1 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅱ 1 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 15

理 学 療 法 特 別 研 究 Ⅵ 2 2 15

理 学 療 法 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

理 学 療 法 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅰ 1 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅱ 1 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 15

作 業 療 法 特 別 研 究 Ⅵ 2 2 15

作 業 療 法 学 演 習 Ⅰ 2 2 15

作 業 療 法 学 演 習 Ⅱ 2 2 15

16 38

作
業
療
法
学
研
究

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・「リハビリテーション教育学特論Ⅰ」及び「リハビリテーション教育学特論
　　　　　Ⅱ」、「理学療法学演習Ⅰ」及び「理学療法学演習Ⅱ」、「作業療法学演習Ⅰ」
　　　　　及び「作業療法学演習Ⅱ」のうち4単位を必ず履修すること。
　　　　・理学療法学研究分野の学生は、指導教員の担当する「理学療法特別研究Ⅰ」、
　　　　　「理学療法特別研究Ⅱ」、「理学療法特別研究Ⅲ」、「理学療法特別研究Ⅳ」、
　　　　　「理学療法特別研究Ⅴ」、「理学療法特別研究Ⅵ」を必ず修得すること。
　　　　・作業療法学研究分野の学生は、指導教員の担当する「作業療法特別研究Ⅰ」、
　　　　　「作業療法特別研究Ⅱ」、「作業療法特別研究Ⅲ」、「作業療法特別研究Ⅳ」、
　　　　　「作業療法特別研究Ⅴ」、「作業療法特別研究Ⅵ」を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位
　　　　　を修了要件単位に加えることができる。

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単位数 1単位あた
りの時間数

修了要件・研究分野ごとに定められた32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験
　　　　　に合格すること。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
学
研
究

理
学
療
法
学
研
究

小　　　　　計
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医療技術学研究科リハビリテーション学専攻（博士後期課程） 別表（2）－6

必 修 選 択

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 殊 講 義 1 2 15

運 動 学 特 殊 講 義 1 2 15

障 害 回 復 学 特 殊 講 義 1 2 15

障 害 代 償 学 特 殊 講 義 1 2 15

理 学 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2 15

理 学 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2 15

作 業 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2 15

作 業 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2 15

1～3 12 30

12 16

単 位 数

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン

学

基

礎

研

究

作

業

療

法

学

研

究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 殊 研 究

小　　　　　計

理

学

療

法

学

研

究

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目
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医療技術学研究科健康科学専攻（博士後期課程） 別表（2）－7

必 修 選 択

運 動 生 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

運 動 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2 15

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 特 殊 講 義 1 2 15

健 康 免 疫 学 特 殊 講 義 1 2 15

身 体 運 動 学 特 殊 講 義 1 2 15

健 康 管 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 栄 養 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2 15

臨 床 栄 養 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2 15

高 齢 者 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2 15

病 態 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2 15

健 康 教 育 学 特 殊 講 義 1 2 15

食 品 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2 15

食 品 生 化 学 特 殊 講 義 1 2 15

栄 養 微 生 物 学 特 殊 講 義 1 2 15

栄 養 生 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

食 品 衛 生 学 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

12 32

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

小　　　　　計

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

運
動
科
学
研
究

保
健
学
研
究

栄
養
学
研
究

健 康 科 学 特 殊 研 究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上
　　　　　を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格す
　　　　　ること。

 4202-18



医療技術学研究科医療技術学専攻（修士課程） 別表（2）－8

必修 選択 必修 選択

大
学
院

基
礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 高 次 生 理 機 能 解 析 学 特 論 1 2 15

医 療 技 術 学 研 究 特 論 1 2 15 高 次 生 理 機 能 解 析 学 演 習 1 2 15

英 語 文 献 特 論 1 2 15 臨 床 化 学 分 析 学 特 論 1 2 15

医 療 情 報 解 析 学 特 論 1 2 15 臨 床 化 学 分 析 学 演 習 1 2 15

臨 床 病 態 学 特 論 1 2 15 臨 床 検 査 情 報 解 析 学 特 論 1 2 15

医 用 画 像 特 論 1 2 15 臨 床 検 査 情 報 解 析 学 演 習 1 2 15

総 合 画 像 検 査 学 特 論 1 2 15 分 子 病 態 解 析 学 特 論 1 2 15

生 体 医 工 学 特 論 1 2 15 分 子 病 態 解 析 学 演 習 1 2 15

臨 床 工 学 特 論 1 2 15 組 織 ・ 形 態 解 析 学 特 論 1 2 15

臨 床 工 学 演 習 1 2 15 組 織 ・ 形 態 解 析 学 演 習 1 2 15

先 進 医 療 学 特 論 1 2 15 感 染 防 御 学 特 論 1 2 15

先 進 医 療 学 演 習 1 2 15 感 染 防 御 学 演 習 1 2 15

先 端 医 療 機 器 学 特 論 1 2 15 画 像 情 報 理 工 学 特 論 1 2 15

先 端 医 療 機 器 学 演 習 1 2 15 画 像 情 報 理 工 学 演 習 1 2 15

医 療 安 全 学 特 論 1 2 15 放 射 線 計 測 管 理 学 特 論 1 2 15

医 療 安 全 学 演 習 1 2 15 放 射 線 計 測 管 理 学 演 習 1 2 15

生 体 情 報 シ ス テ ム 工 学 特論 1 2 15 放 射 線 画 像 検 査 学 特 論 1 2 15

生 体 情 報 シ ス テ ム 工 学 演習 1 2 15 放 射 線 画 像 検 査 学 演 習 2 2 15

生 体 機 能 解 析 学 特 論 1 2 15 医 用 画 像 検 査 学 特 論 1 2 15

生 体 機 能 解 析 学 演 習 1 2 15 医 用 画 像 検 査 学 演 習 2 2 15

放 射 線 治 療 学 特 論 1 2 15

放 射 線 治 療 学 演 習 2 2 15

代 謝 ・ 機 能 画 像 検 査 学 特論 1 2 15

代 謝 ・ 機 能 画 像 検 査 学 演習 2 2 15

2 2 15

2 2 15

8 84

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち４単位に限り、医療技術学専攻内の他コース（臨床工学研究、臨床検査学研究）
　　　　　の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に加えることができる。

小　　　　　計

医 療 技 術 学 特 別 研 究 Ⅱ

医 療 技 術 学 特 別 研 究 Ⅰ

診
療
放
射
線
技
術
学
研
究

臨
床
工
学
研
究

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち４単位に限り、医療技術学専攻内の他コース（臨床工学研究、診療放射線技術学
　　　　　研究）の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に加えることができる。

単　位研究
分野

授　　業　　科　　目
1単位あ
たりの
時間数

研究
分野

＜診療放射線技術学研究コース＞
修了要件・大学院基礎「英語プレゼンテーション演習」２単位、医療技術学基礎研究より６単位以上（必修４単位、
　　　　　選択２単位以上）、診療放射線技術学研究より16単位以上、研究指導を受ける教員の担当する「医療技
　　　　　術学特別研究Ⅰ」及び「医療技術学特別研究Ⅱ」の必修４単位、合計32単位以上を修得の上、修士論文
　　　　　を作成し、最終試験に合格すること。

配当
年次

単　位 1単位あ
たりの
時間数

＜臨床検査学研究コース＞
修了要件・大学院基礎「英語プレゼンテーション演習」２単位、医療技術学基礎研究より６単位以上（必修４単位、
　　　　　選択２単位以上）、臨床検査学研究より16単位以上、研究指導を受ける教員の担当する「医療技術学特別
　　　　　研究Ⅰ」及び「医療技術学特別研究Ⅱ」の必修４単位、合計32単位以上を修得の上、修士論文を作成し、
　　　　　最終試験に合格すること。

臨
床
検
査
学
研
究

＜臨床工学研究コース＞
修了要件・大学院基礎「英語プレゼンテーション演習」２単位、医療技術学基礎研究より６単位以上（必修４単位、
　　　　　選択２単位以上）、臨床工学研究より16単位以上、研究指導を受ける教員の担当する「医療技術学特別
　　　　　研究Ⅰ」及び「医療技術学特別研究Ⅱ」の必修４単位、合計32単位以上を修得の上、修士論文を作成し、
　　　　　最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち４単位に限り、医療技術学専攻内の他コース（臨床検査学研究、診療放射線技術
　　　　　学研究）の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に加えることができる。

医
療
技
術
学
基
礎
研
究

授　　業　　科　　目
配当
年次
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医療技術学研究科医療技術学専攻（博士後期課程） 別表（2）－9

必修 選択

医 療 技 術 学 特 殊 講 義 1 2 15

英 語 論 文 特 殊 講 義 1 2 15

英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 特 殊 講 義 1 2 15

先 端 医 学 研 究 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

先 進 医 療 学 特 殊 講 義 1 2 15

先 端 医 療 機 器 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 安 全 学 特 殊 講 義 1 2 15

生 体 情 報 シ ス テ ム 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

生 体 機 能 解 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

高 次 生 理 機 能 解 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 化 学 分 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

臨 床 検 査 情 報 解 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

分 子 病 態 解 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

組 織 ・ 細 胞 解 析 学 特 殊 講 義 1 2 15

感 染 防 御 学 特 殊 講 義 1 2 15

画 像 情 報 理 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

放 射 線 計 測 管 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

放 射 線 画 像 検 査 技 術 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 用 画 像 検 査 技 術 学 特 殊 講 義 1 2 15

放 射 線 治 療 技 術 学 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

14 40

医 療 技 術 学 特 殊 研 究

小計

研究
分野

授　　業　　科　　目
配当
年次

単　位

医

療

技

術

学

基

礎

研

究

臨
床
工
学
研
究

臨
床
検
査
学
研
究

診

療

放

射

線

技

術

学

研

究

1単位あたり
の時間数

＜臨床工学研究コース＞
修了要件・医療技術学基礎研究より２単位以上（必修２単位）、臨床工学研究より研究指導を受
　　　　　ける教員の担当する特殊講義を２単位以上、研究指導を受ける教員の担当する医療技
　　　　　術学特殊研究の必修12単位、合計16単位以上を修得の上、博士論文を作成し、最終試
　　　　　験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・医療技術学特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得す
　　　　　ること。

＜臨床検査学研究コース＞
修了要件・医療技術学基礎研究より２単位以上（必修２単位）、臨床検査学研究より研究指導を
　　　　　受ける教員の担当する特殊講義を２単位以上、研究指導を受ける教員の担当する医療
　　　　　技術学特殊研究の必修12単位、合計16単位以上を修得の上、博士論文を作成し、最終
　　　　　試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・医療技術学特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得す
　　　　　ること。

＜診療放射線技術学研究コース＞
修了要件・医療技術学基礎研究より２単位以上（必修２単位）、診療放射線技術学研究より研究
　　　　　指導を受ける教員の担当する特殊講義を２単位以上、研究指導を受ける教員の担当す
　　　　　る医療技術学特殊研究の必修12単位、合計16単位以上を修得の上、博士論文を作成
　　　　　し、最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・医療技術学特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得す
　　　　　ること。
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医療福祉マネジメント学研究科医療福祉経営学専攻（修士課程） 別表（3）－1

必修 選択 必修 選択
大

学

院

基

礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 医療福祉コンサルタント特論Ⅰ 2 2 15

医療福祉マネジメント特論Ⅰ 1 2 15 医療福祉コンサルタント特論Ⅱ 2 2 15

医療福祉マネジメント特論Ⅱ 1 2 15 NPO マ ネ ジ メ ン ト 特 論 Ⅰ 1 2 15

倫 理 学 特 論 1 2 15 NPO マ ネ ジ メ ン ト 特 論 Ⅱ 1 2 15

社 会 保 障 特 論 Ⅰ 1 2 15 医 療 福 祉 公 的 責 任 特 論 Ⅰ 1 2 15

社 会 保 障 特 論 Ⅱ 1 2 15 医 療 福 祉 公 的 責 任 特 論 Ⅱ 1 2 15

医 療 福 祉 経 済 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 社 会 福 祉 施 設 運 営 特 論 Ⅰ 1 2 15

医 療 福 祉 経 済 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 社 会 福 祉 施 設 運 営 特 論 Ⅱ 1 2 15

医 療 福 祉 政 策 特 論 Ⅰ 1 2 15 医療福祉人事労務管理特論Ⅰ 2 2 15

医 療 福 祉 政 策 特 論 Ⅱ 1 2 15 医療福祉人事労務管理特論Ⅱ 2 2 15

財 政 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 医 療 法 人 会 計 特 論 Ⅰ 2 2 15

財 政 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 医 療 法 人 会 計 特 論 Ⅱ 2 2 15

医 療 福 祉 統 計 解 析 特 論 Ⅰ 1 2 15 非 営 利 組 織 体 会 計 特 論 Ⅰ 1 2 15

医 療 福 祉 統 計 解 析 特 論 Ⅱ 1 2 15 非 営 利 組 織 体 会 計 特 論 Ⅱ 1 2 15

社 会 調 査 特 論 Ⅰ 1 2 15 消 費 者 福 祉 特 論 Ⅰ 2 2 15

社 会 調 査 特 論 Ⅱ 1 2 15 消 費 者 福 祉 特 論 Ⅱ 2 2 15

医 療 特 論 Ⅰ 1 2 15 ソーシャル・アントレプレナー養成特論Ⅰ 1 2 15

医 療 特 論 Ⅱ 1 2 15 ソーシャル・アントレプレナー養成特論Ⅱ 1 2 15

組 織 行 動 特 論 Ⅰ 1 2 15 地 域 活 性 化 特 論 Ⅰ 1 2 15

組 織 行 動 特 論 Ⅱ 1 2 15 地 域 活 性 化 特 論 Ⅱ 1 2 15

財 務 会 計 特 論 Ⅰ 1 2 15 2 2 15

財 務 会 計 特 論 Ⅱ 1 2 15 2 2 15

経 営 工 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 8 84

経 営 工 学 特 論 Ⅱ 1 2 15

1単位あ
たりの
時間数

修了要件・必修８単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「医療福祉経営学特別研究Ⅰ」２単位、「医療福祉経営学特別研究Ⅱ」２単位
　　　　　を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に
　　　　　加えることができる。

研究
分野

研究
分野

配当
年次

単位数
授　業　科　目

単位数
授　業　科　目

配当
年次

1単位あ
たりの
時間数

基
　
礎
　
理
　
論

医
療
福
祉
経
営
学
研
究

地
域
支
援
研
究

医 療 福 祉 経 営 学 特 別 研 究 Ⅰ

医 療 福 祉 経 営 学 特 別 研 究 Ⅱ

小　　　　　計
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医療福祉マネジメント学研究科医療秘書学専攻（修士課程） 別表（3）－2

必修 選択
大
学
院

基
礎 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 1 2 15

倫 理 学 特 論 1 2 15

医 療 制 度 ・ 政 策 特 論 1 2 15

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1 2 15

デ ー タ 分 析 特 論 1 2 15

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1 2 15

病 院 経 営 戦 略 特 論 1 2 15

医 療 秘 書 英 語 特 論 Ⅰ 1 2 15

医 療 秘 書 英 語 特 論 Ⅱ 2 2 15

人 的 資 源 管 理 特 論 1 2 15

病 院 経 営 分 析 特 論 1 2 15

臨 床 医 学 特 論 1 2 15

医 療 秘 書 学 特 論 1 2 15

医 療 秘 書 法 令 特 論 1 2 15

医 療 秘 書 研 究 支 援 特 論 2 2 15

医 療 消 費 者 特 論 1 2 15

診 療 報 酬 事 務 特 論 1 2 15

介 護 報 酬 事 務 特 論 1 2 15

診 療 情 報 管 理 特 論 1 2 15

医
療
秘
書

学
実
習

医 療 秘 書 学 実 習 1 2 15

1 1 30

1 1 30

2 2 15

2 2 15

10 36

医 療 秘 書 学 セ ミ ナ ー Ⅱ

医 療 秘 書 学 特 別 研 究 Ⅰ

医 療 秘 書 学 特 別 研 究 Ⅱ

小　　計

基
礎
理
論

医
療
秘
書
学
研
究

1単位あた
りの時間数

修了要件・必修10単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格
　　　　　すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「医療秘書学特別研究Ⅰ」２単位、「医療秘書学特別研究
　　　　　Ⅱ」２単位を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単
　　　　　位を修了要件単位に加えることができる。

授　業　科　目
単位数研究

分野

医 療 秘 書 学 セ ミ ナ ー Ⅰ

配 当
年 次
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医療福祉マネジメント学研究科医療福祉デザイン学専攻（修士課程） 別表（3）－3

必修 選択 必修 選択
大

学

院

基

礎 英語プレゼンテーション演習 1 2 15 ビジュアルコミュニケーションデザイン演習Ⅰ 1 2 15

デ ザ イ ン 史 特 論 Ⅰ 1 2 15 ビジュアルコミュニケーションデザイン演習Ⅱ 1 2 15

デ ザ イ ン 史 特 論 Ⅱ 1 2 15 医療福祉デザイン計画特論 1 2 15

倫 理 学 特 論 1 2 15 医療福祉デザイン計画演習 1 2 15

医療福祉マネジメント特論 1 2 15 ホスピタルイベントプロジェクト特論Ⅰ 1 2 15

社 会 保 障 特 論 1 2 15 ホスピタルイベントプロジェクト特論Ⅱ 1 2 15

認 知 心 理 学 特 論 1 2 15 医 療 福 祉 ア ー ト 演 習 Ⅰ 1 2 15

社 会 学 特 論 1 2 15 医 療 福 祉 ア ー ト 演 習 Ⅱ 1 2 15

医 療 福 祉 デ ザ イ ン 学 特 論 1 2 15 ホスピタルデザイン特論Ⅰ 1 2 15

ヒトや動物の形および構造のデザイン特論 1 2 15 ホスピタルデザイン特論Ⅱ 1 2 15

ヒトや動物の形と機能のデザイン特論 1 2 15 ホスピタルデザイン演習Ⅰ 1 2 15

生 体 デ ザ イ ン 学 特 論 Ⅰ 1 2 15 ホスピタルデザイン演習Ⅱ 1 2 15

生 体 デ ザ イ ン 学 特 論 Ⅱ 1 2 15 医療福祉施設デザイン特論 1 2 15

生 体 デ ザ イ ン 学 演 習 Ⅰ 1 2 15 医療福祉施設デザイン演習 1 2 15

生 体 デ ザ イ ン 学 演 習 Ⅱ 1 2 15 2 2 15

医 療 情 報 デ ザ イ ン 特 論 Ⅰ 1 2 15 2 2 15

医 療 情 報 デ ザ イ ン 特 論 Ⅱ 1 2 15 6 64

ビジュアルコミュニケーションデザイン特論Ⅰ 1 2 15

ビジュアルコミュニケーションデザイン特論Ⅱ 1 2 15

1単位あ
たりの
時間数

1単位あ
たりの
時間数

修了要件・必修６単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文等（修士論文又は修士作品）を作成し、最終試験
　　　　　に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「医療福祉デザイン学特別研究Ⅰ」２単位、「医療福祉デザイン学特別研究Ⅱ」
　　　　　２単位を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単位を修了要件単位に
　　　　　加えることができる。

小　　　　計

医療福祉デザイン学特別研究Ⅱ

基
礎
理
論

医
療
福
祉
デ
ザ
イ
ン
学
研
究

医
療
福
祉
デ
ザ
イ
ン
学
研
究

医療福祉デザイン学特別研究Ⅰ

研究
分野

研究
分野

配当
年次

単位数
授　業　科　目

単位数
授　業　科　目

配当
年次
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医療福祉マネジメント学研究科医療情報学専攻（修士課程） 別表（3）－4

必修 選択
大
学
院

基
礎 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 1 2 15

倫 理 学 特 論 1 2 15

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1 2 15

医 療 福 祉 研 究 デ ザ イ ン 特 論 1 2 15

医 療 情 報 管 理 学 特 論 1 2 15

国 際 生 活 機 能 分 類 特 論 1 2 15

医 療 情 報 シ ス テ ム 学 特 論 Ａ 1 2 15

医 療 情 報 シ ス テ ム 学 特 論 Ｂ 1 2 15

バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 特 論 Ａ 1 2 15

バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 特 論 Ｂ 1 2 15

国 際 医 療 情 報 学 特 論 Ａ 1 2 15

国 際 医 療 情 報 学 特 論 Ｂ 1 2 15

セ ー フ テ ィ ー マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1 2 15

国 際 疾 病 分 類 特 論 1 2 15

医 用 画 像 特 論 Ａ 1 2 15

医 用 画 像 特 論 Ｂ 1 2 15

医 療 福 祉 シ ス テ ム 開 発 特 論 Ａ 1 2 15

医 療 福 祉 シ ス テ ム 開 発 特 論 Ｂ 1 2 15

人 工 知 能 ・ 情 報 解 析 特 論 Ａ 1 2 15

人 工 知 能 ・ 情 報 解 析 特 論 Ｂ 1 2 15

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 特 論 1 2 15

エ ン ド ユ ー ザ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 特 論 1 2 15

医 療 情 報 教 育 シ ス テ ム 特 論 1 2 15

医 療 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 論 Ａ 1 2 15

医 療 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 論 Ｂ 1 2 15

ヘ ル ス デ ー タ サ イ エ ン ス 特 論 1 2 15

2 2 15

2 2 15

4 52

基
礎
理
論

医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
学
研
究

医 療 情 報 学 特 別 研 究 Ａ

医 療 情 報 学 特 別 研 究 Ｂ

小　　　計

1単位あた
りの時間数

修了要件・必修４単位を含む32単位以上修得し、かつ修士論文を作成し、最終試験に合格
　　　　　すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・指導教員の担当する「医療情報学特別研究Ａ」２単位、「医療情報学特別研究
　　　　　Ｂ」２単位を必ず修得すること。
　　　　・修了要件32単位のうち８単位に限り、他専攻の授業科目を履修してその修得単
　　　　　位を修了要件単位に加えることができる。

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単位数

情
報
シ
ス
テ
ム
学
研
究
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医療福祉マネジメント学研究科医療福祉マネジメント学専攻（博士後期課程） 別表（3）－5

必 修 選 択

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 学 特 殊 講 義 1 2 15

ヘ ル ス デ ー タ サ イ エ ン ス 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 情 報 管 理 学 特 殊 講 義 1 2 15

医 療 情 報 シ ス テ ム 学 特 殊 講 義 1 2 15

生 体 シ ス テ ム 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

生 体 情 報 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

国 際 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 特 殊 講 義 1 2 15

医 用 画 像 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

福 祉 情 報 工 学 特 殊 講 義 1 2 15

非 線 形 科 学 特 殊 講 義 1 2 15

応 用 数 値 解 析 特 殊 講 義 1 2 15

数 値 解 析 特 殊 講 義 1 2 15

応 用 解 析 特 殊 講 義 1 2 15

1～3 12 30

1～3 12 30

50小　　　　　計

診
療
・
生
体
情
報
研
究

医 療 情 報 学 特 殊 研 究

1単位あた
りの時間数

修了要件・特殊講義４単位以上（２科目以上）及び「医療情報学特殊研究」「医療福祉マネ
　　　　　ジメント学特殊研究」のいずれかの特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修得
　　　　　し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
　　　　・主指導教員の担当する特殊講義２単位、及び特殊研究12単位を必ず履修する
　　　　　こと。
　　　　・特殊研究は、１年次から３年次にかけて連続して履修し、12単位を修得する
　　　　　こと。
　　　　・履修する特殊講義（２科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している
　　　　　必要はない。
　　　　・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要
　　　　　件単位に加えることができる。

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目
単 位 数

数
理
・
電
子
情
報
研
究

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 学 特 殊 研 究

 4202-25



4202-26 

第5条関係                                   別表（4）－1 

研 究 科 専   攻 認定を受けている免許状の種類 

医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 高専免（福祉） 

免許法施行規則に 
定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

履修の方法 

科 目 単位数 開設授業科目 
単位数 

必修 選択 

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

24 

医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2  

合計 24 単位を修得の

こと。 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2 

医 療 福 祉 学 基 礎 演 習 Ⅰ  2 

医 療 福 祉 学 基 礎 演 習 Ⅱ  2 

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2 

社 会 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2 

児 童 家 庭 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2 

児 童 家 庭 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2 

高 齢 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2 

高 齢 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2 

地 域 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2 

地 域 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2 

福 祉 教 育 特 論 Ⅰ  2 

福 祉 教 育 特 論 Ⅱ  2 

医 療 福 祉 制 度 特 論 Ⅰ  2 

医 療 福 祉 制 度 特 論 Ⅱ  2 

医 療 福 祉 学 実 習  4 

高専免（福祉）を取得するには、高一種免（福祉）を取得していること。 
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第 5 条関係                        別表（ 4）－ 2 

研  究  科  専    攻  認定を受けている免許状の種類 

医療福祉学研究科 医 療 福 祉 学 専 攻  
特支専免（聴覚障害者・知的障害
者に関する教育の領域） 

免許法施行規則に 

定める科目区分 
左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目  

履 修の 方法  

科 目  単位数 開  設  授  業  科  目  
単 位数  

必 修  選 択  

特

別

支

援

教

育

に

関

す

る

科

目

 

24 

特 別 支 援 教 育 特 論  2   

必 修科 目 14 単

位 を 含 む 合 計

24 単 位 を 修 得

の こと 。  

障 害 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅰ  2  

障 害 者 医 療 福 祉 学 特 論 Ⅱ  2  

Ｔ Ｅ Ａ Ｃ Ｃ Ｈ プ ロ グ ラ ム 特 論 Ⅰ   2 

Ｔ Ｅ Ａ Ｃ Ｃ Ｈ プ ロ グ ラ ム 特 論 Ⅱ   2 

自 閉 症 学 概 論   2 

自 閉 症 児 ( 者 ) 支 援 特 論 Ⅰ   2 

自 閉 症 児 ( 者 ) 支 援 特 論 Ⅱ   2 

発 達 障 害 児 ( 者 ) 福 祉 学 特 論 Ⅰ   2 

発 達 障 害 児 ( 者 ) 福 祉 学 特 論 Ⅱ   2 

知 的 障 害 特 論   2 

高 機 能 自 閉 症 研 究  2  

自 閉 症 の 病 理  2  

聴 覚 障 害 生 理 ・ 病 理 特 論  2  

聴 覚 障 害 心 理 学 特 論  2  

特支専免（聴覚障害者・知的障害者）を取得するには、特支一種免を取得しているこ
と。 
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第５条関係                          別表（４）－３ 

研 究 科 専   攻 認定を受けている免許状の種類 

医療技術学研究科 健康体育学専攻  
中専免（保健体育） 
高専免（保健体育） 

免許法施行規則に 
定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目  

履修の方法  

科 目 単位数 開設授業科目  
単位数  

必修 選択 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

24 

学 校 教 育 学 特 論 Ⅰ  2  

合計 24単位を修得

のこと。 

学 校 教 育 学 特 論 Ⅱ  2 

学 校 教 育 学 演 習  2 

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目 

運 動 生 理 学 特 論 Ⅰ  2 

運 動 生 理 学 特 論 Ⅱ  2 

運 動 適 応 学 特 論 Ⅰ  2 

運 動 適 応 学 特 論 Ⅱ  2 

体 表 解 剖 学 特 論 Ⅰ  2 

体 表 解 剖 学 特 論 Ⅱ  2 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 特 論 Ⅰ  2 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 特 論 Ⅱ  2 

運 動 学 演 習  2 

臨 床 ス ポ ー ツ 医 学 特 論 Ⅰ  2 

臨 床 ス ポ ー ツ 医 学 特 論 Ⅱ  2 

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 特 論 Ⅰ  2 

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 特 論 Ⅱ  2 

リハビリテーション医学特論Ⅰ  2 

リハビリテーション医学特論Ⅱ  2 

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 演 習  2 

運 動 栄 養 学 特 論 Ⅰ  2 

運 動 栄 養 学 特 論 Ⅱ  2 

健 康 運 動 処 方 特 論 Ⅰ  2 

健 康 運 動 処 方 特 論 Ⅱ  2 

健 康 教 育 学 特 論 Ⅰ  2 

健 康 教 育 学 特 論 Ⅱ  2 

体 育 心 理 学 特 論 Ⅰ  2 

体 育 心 理 学 特 論 Ⅱ  2 

ス ポ ー ツ 社 会 学 特 論 Ⅰ  2 

ス ポ ー ツ 社 会 学 特 論 Ⅱ  2 

健 康 科 学 英 語 特 論 Ⅰ  2 

健 康 科 学 英 語 特 論 Ⅱ  2 

健 康 教 育 学 演 習  2 

運 動 処 方 実 習 Ⅰ  2 

運 動 処 方 実 習 Ⅱ  2 

中専免（保健体育）を取得するには、中一種免（保健体育）を取得していること。 
高専免（保健体育）を取得するには、高一種免（保健体育）を取得していること。 

 

 



4202-29 

第５条関係                          別表（４）－４ 

研 究 科 専   攻 認定を受けている免許状の種類 

医療技術学研究科 健康体育学専攻  養教専免 

免許法施行規則に 
定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目  

履修の方法  

科 目 単位数 開設授業科目  
単位数  

必修 選択 

養

護

に

関

す

る

科

目 

24 

学 校 保 健 学 特 論 Ⅰ 2   

必修科目 4 単位を

含む合計 24単位を

修得のこと。 

学 校 保 健 学 特 論 Ⅱ 2  

学 校 教 育 学 演 習  2 

体 表 解 剖 学 特 論 Ⅰ  2 

リハビリテーション医学特論Ⅰ  2 

公 衆 衛 生 学 特 論 Ⅰ  2 

公 衆 衛 生 学 特 論 Ⅱ  2 

健 康 免 疫 学 特 論 Ⅰ  2 

健 康 免 疫 学 特 論 Ⅱ  2 

休 養 科 学 特 論 Ⅰ  2 

休 養 科 学 特 論 Ⅱ  2 

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 特 論 Ⅰ  2 

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 特 論 Ⅱ  2 

健 康 学 演 習  2 

健 康 教 育 学 特 論 Ⅰ  2 

健 康 教 育 学 特 論 Ⅱ  2 

健 康 教 育 学 演 習  2 

健 康 学 実 習  1 

養教専免を取得するには、養教一種免を取得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4202-30 

第５条関係 

別表（４）－５ 

研 究 科 専   攻 認定を受けている免許状の種類 

医療技術学研究科 臨床栄養学専攻 栄教専免 

免許法施行規則に 
定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

履修の方法 

科 目 単位数 開設授業科目 
単位数 

必修 選択 

栄
養
に
係
る
教
育
に
関
す
る
科
目 

24 

栄 養 生 理 学 特 論  2  

合計 24単位を修得のこ

と。 栄 養 生 理 学 演 習  2 

栄 養 生 化 学 特 論  2 

栄 養 生 化 学 演 習  2 

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 特 論  2 

ラ イ フ サ イ ク ル 栄 養 学 演 習  2 

臨 床 栄 養 学 特 論 Ⅰ  2 

臨 床 栄 養 学 演 習 Ⅰ  2 

実 践 栄 養 学 特 論  2 

実 践 栄 養 学 演 習  2 

食 品 栄 養 学 特 論  2 

食 品 栄 養 学 演 習  2 

食 品 衛 生 微 生 物 学 特 論  2 

食 品 衛 生 微 生 物 学 演 習  2 

栄教専免を取得するには、栄教一種免を取得していること及び管理栄養士の免許を取得していること。 
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